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クラウドコミュニティ 2014  会場風景 

 

2014 ỉ   

■イベント開催報告 

■イベントカレンダーのご案内 

■CUPAカフェのご案内 

■コラム 1：林雅之 

「クラウドビジネスにおける事業投資と規模の経済とその先」 

■コラム 2：新野淳一 

「Facebook が独自イーサネットスイッチを発表、 

Google は大規模リアルタイム処理対応の『Google Cloud Flow』発表」 

■コラム 3：森洋一 

「Magic Quadrant に見る IaaS プロバイダの変遷」 

■事務局後記 

■CUPA法人会員企業一覧 

■法人会員ご入会案内 
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主催 
一般社団法人クラウド利用促進機構（CUPA） 

日刊工業新聞社 

会期 2014年6月18日（水）～20日（金） 

会場 東京ビッグサイト 東ホール 

URL http://www.cloudshow.jp/ 

参加者数 
スマートコミュニティ 2014 全体 39,879 名 (2013 年度: 42,759 名) 

クラウドコミュニティ2014 -  

セッション数 18 セッション（6 セッション/日) 

参加企業数 
17 企業・2 団体（セッション参加：11 社 

企業ブース：7 社 CUPA会員ブース：６社） 

セッション 

聴講数 
1,147 名 

アンケート数 938 名 

メディアデータ 

メディア掲載記事数 -  

講演者・参加者の blog 数-  

公開されたセッション数-  

Twitter まとめ本数等 -  

 

 

 

http://www.cloudshow.jp/
http://www.cloudshow.jp/index.html
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運営 JTF2014実行委員会 

共催 産業技術大学院大学・一般社団法人 クラウド利用促進機構（CUPA）  

会期 2014年6月 22日（日） 

会場 産業技術大学院大学  

URL http://2014.techfesta.jp/  

総参加者数 470 名 (2013 年度: 308 名)  

懇親会参加者数 約 200 名 

スポンサー 

サポート企業/団体数 
28 企業・団体 (2013 年度: 13 企業・団体)  

参加メディア数 4メディア 

総セッション数 
30 セッション（ショートセッション 7/ ハンズオン 4 を含む )  

(前年: 21 セッション)  

トラック数 5 トラック 

メディアデータ 

メディア掲載記事数- 

講演者・参加者の blog 数-  

公開されたセッション数-  

Twitter まとめ本数等- 

 

 

http://2014.techfesta.jp/
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クラウド業界の『今』を毎回変わるゲストが 

熱くそしてゆるく語るネット番組です。 

ḵ 

次回テーマ：クラウドセキュリティ 

詳細は FBにてアップデート予定 

http://www.facebook.com/cupa.jp  

過去配信アーカイブ（UST &Youtube ） 

http://www.cloud.or.jp/cupa_cafe.html  

ṥ Ṧ 

国内のクラウドイベントをまとめた 

カレンダーです。投稿も自由です。 

http://cloud.or.jp/event_calendar.html  

 

 

http://www.facebook.com/cupa.jp
http://www.cloud.or.jp/cupa_cafe.html
http://cloud.or.jp/event_calendar.html
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ṡ וֹףּ Ṣ 

CUPA ṇ   

クラウドビジネスの進展に伴い、サービス提供やデータセンターに投資を加速し、規模の経済を生

かしたビジネスを展開する事業者に有利に立っています。 

 

HP や IBM、Cisco などはクラウドのサービスの提供などやデータセンター拠点の展開にあたって、

10 億ドル規模の規模への投資を図っています。また、Google や Microsoft などもデータセンター

への投資に積極的に展開しています。そして、大規模な投資による規模の経済（スケールメリット）

を活かし、サービス機能の充実や、大幅な価格の値下げを進めています。 

 

 

各事業者は、それぞれの事業者のこれまでのコアビジネスの強みを活かしてクラウドビジネスを展

開しています。たとえば、NTT コミュニケーションズは、通信事業者やアジア最大規模のデータセ

ンターの敷地面積の強み、マイクロソフトはソフトウェアの強みを活かしてサービスを展開し、ク

ラウドインテグレータなどが利用者に対してサービスやソリューションを提供しています。 

 

2014 年 3 月から 4 月にかけて、AWS、マイクロソフト、グーグル、そして、国内の事業者では

NTT コミュニケーションズが相次いでクラウドサービスの大幅な値下げを実施しましたが、通信サ

ービスやハードウェアやソフトウェアなど、自社のコアコンピタンスと投資体力の余力がなければ、

価格値下げへの対応と事業拡大に追随することは難しくなっていくと考えられます。 

 

http://blogs.itmedia.co.jp/photos/uncategorized/2014/06/09/image14.png
http://blogs.itmedia.co.jp/photos/uncategorized/2014/06/09/image.png
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クラウド事業者は今後淘汰されていくと予測しています。 

米調査会社 IDC  

 

アジア・太平洋地区において、大手クラウド事業者の価格競争の激化などにより、小規模のクラウ

ド事業者にとっては脅威となり、買収やサービス終了などにより淘汰され、市場の統合が進むと予

測 

出所： Major Cloud Service Providers Slash Prices; Threaten Smaller Players ’ Existence: 

IDC Warns 2014.4  

 

日経コンピュータ「独立系クラウド事業者、上場延期や身売り先探し相次ぐ（2014.6.5 ） 」の記

事には、 

 

米国の IaaS 市場で 2 番手グループに位置する米ラックスペースホスティングが、投資銀行の米モ

ルガンスタンレーをアドバイザーに雇い、自らの身売り先や合併相手を探し始めた。 

 

とあるように、ラックスペース(Rackspace）のように世界でもトップクラスの事業者でも独立系

クラウド事業者も苦境に立たされています。Rightscale 社が 2014 年 2 月に公表した「State of 

Cloud 2014 」では Rackspace は、Running Apps （商用利用）で見ると、2 位のシェアを確保し

ています。 

 

RightSacale State of Cloud 2014  

海外の記事「Rackspace Pops On M&A Sign al; AT&T, HP, Cisco Loom 」などでは、Rackspace

の M&A の候補として、AT&T、HP、EMC 、Cisco Systems 、そして、IBM などがあがっていま

す。Rackspace が、これらの事業者に M&A などで統廃合されるようになれば、事業者の勢力図も

大きく変わる可能性が考えられます。 

  

http://blogs.itmedia.co.jp/photos/uncategorized/2014/06/09/image_2.png
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国内の市場にも少し目を向けてみましょう。BCNの「SIer の DC事業 収益力低下の危機 規模

の競争で不利に」の記事では、 

 

SIer が所有するデータセンター（DC）の収益力が低下している。一つの DCを複数の SIer で共有

したり、自前で DCを所有するのをやめて、DC専業事業者などから借りる動きが活発化。場合に

よっては Amazon Web Services をはじめとするパブリッククラウドを活用するケースも増えてい

る。サーバーやパソコンといったハードウェア販売では SIer の利益が出なくなって久しいが、DC

事業もある種のハードウェア商材であって、規模の大きさによる優劣が出やすい特性がある。SIer

は DCそのもので利益を稼ぐのではなく、DCを活用したサービスへ迅速にシフトしていく必要に

迫られている。 

 

とあるように、SI ビジネスとしてデータセンターを展開するのには規模の経済で不利な立場にある

点が指摘されています。 

 

これまで、クラウドビジネスにおいて紹介してきたのは、以下の図で整理をした場合、主にクラウ

ドサービスを提供する事業者、つまり「Cloud Provider 」の位置づけにあたります。 

 

 

今後、クラウドサービス事業者である「Cloud Provider 」は規模の経済により、事業者の優劣によ

る淘汰が始まると予想されます。 

 

そして、クラウドサービス事業者による規模の経済を活かしたサービス提供能力に加え、それらを

取り巻き、事業拡大を加速させるエンジンとなるクラウドインテグレータ（Cloud Integrator ）や

クラウドサービスブローカー（Cloud Service Broker ）などによるクラウドサービス事業者を中心

としたエコシステムの形成力が今後のクラウドビジネスの勝敗を大きく左右することになると考え

ています。 

  

http://blogs.itmedia.co.jp/photos/uncategorized/2014/06/09/image_3.png
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ṡFacebook צּ ṇ ḭ 
Google ṣGoogle Cloud Flow Ṥ Ṣ 

CUPA ṇ   

 

現在の ITにおいてクラウドベンダの動向がソフトウェアにもハードウェアにも多大な影響を与え

ていることは誰もが認めることでしょう。例えば、サーバベンダにとって、そしてインテルのよう

なチップベンダにとっても、今後のクラウドでどのようなサーバが使われていくのかを重視し、将

来の製品展開を考えています。 

 

いまやクラウドベンダがクラウド向けサーバの設計の主導権を握りつつあるわけですが、同じこと

がネットワーク機器でも起ころうとしています。Facebookは自社で設計したイーサネットスイッ

チのハードウェアとOSを、Open Compute Projectに公開すると発表しました。 

 

ṇ ṇ ṡWedgeṢ 

 

従来のネットワーク機器は、ネットワークベンダが独自に専用チップを開発し、それをベンダが独

自に開発した基板に乗せ、独自の筐体に詰め込んで、独自の制御ソフトウェアを走らせていました。 

 

しかし最近になって、いわゆる「マーチャントシリコン」と呼ばれる市販のネットワーク機器用チ

ップが特にイーサネットスイッチの領域で利用される例が増えてきています。例えるなら、現在の

コモディティサーバが、インテルや AMDなどからプロセッサやチップセットを調達して構築でき

るのと同様に、ネットワーク機器用のプロセッサもチップメーカーから調達されるようになってき

たのです。 

 

ネットワーク機器ベンダが販売しているイーサネットスイッチには、すでにマーチャントシリコン

を採用した製品が数多くあります。 

 

Facebookが発表した「Wedge」は、こうした調達可能なネットワークのチップ（40Gb 

switching ASIC）と、それを制御するx86ベースのマイクロサーバを、Open Compute Project

で公開されている「Group Hug」アーキテクチャ接続することで構築されるトップ・オブ・ラック

用のイーサネットスイッチです。 

 

つまりこのスイッチは、通常の x86サーバと同じように Linux OSを実行できます。そして

Wedgeと合わせて発表された「FBOSS」は、Wedge用に開発された Linuxベースの OSです。

FBOSSからはスイッチング用のASICの操作が抽象化されている、とのこと。 

 

下記が、Facebookが明らかにしたWedgeのハードウェアデザインの概要図です。 
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「Introducing “Wedge” and “FBOSS,” the next steps toward a disaggregated network」から 

 

 

Googleḭ ṇ קּ ṇ ṡGoogle Cloud 

DataflowṢ  

 

6月はGoogleの年次イベント「Google I/O 2014」が開催されました。ここで発表された新たな

クラウドサービスが「Google Cloud Dataflow」です。 

 

Google のシニアバイスプレジデント Urs Hölzle氏は、「エクサバイトのスケールまで扱え、

パイプライン処理を記述しやすく最適化もしてくれる。それにバッチもリアルタイム分析も同

じコードで記述できる」と、Cloud Dataflow の特長を説明します。 

 

Google I/O の基調講演から、Google Cl oud Dataflow の解説部分を紹介します。 

 

 

 

https://code.facebook.com/posts/681382905244727/introducing-wedge-and-fboss-the-next-steps-toward-a-disaggregated-network/
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Cloud Dataflow はシンプルなフルマネージドサービスで、データの取得、変換、分析、分類の

一連の処理をバッチでもリアルタイムでも処理できる。 

プログラマが分析処理のプログラムを書き、Cloud Dataflow に送ると、最適化、展開、スケジ

ューリング、モニタリングを Cloud Dataflow が行ってくれる。 

 

 

デモとして、ワールドカップ関連の何百万ものツイートを、それぞれネガティブかポジティブ

かを分析し国別に分類する、というものを作ってみた。 

 

まずは Cloud Pub/Sub からの JSONストリームを受け取る。ここではパイプラインをストリ

ームモードで動作させているが、バッチモードもできる。 
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次にデータ変換やマッピングを行う。Google Translate API などを使えるし、並列処理を最適

化してくれる。 

 

 

そしてデータ分析の部分。ここでは 3 分間のスライディングウィンドウを設定し、それに対し

て分析を行う。データのシャッフリングなどは全部 Cloud Dataflow がやってくれるので、プ

ログラマが心配する必要はない。 
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Dataflow Console から管理画面を呼び出すと、処理のトポロジーが分かりやすく表示される。

これまでに 524 万ツイートを処理したようだ。 

 

Google が 1 年前に MapReduce の利用をやめた理由がお分かりだろう。Cloud Dataflow は

MapReduce でステップごとに実行していたパイプライン全体を提供し、しかもスケーラビリテ

ィや並列性をプログラマが心配する必要はない。そして他のあらゆるシステムよりも高速かつ

スケーラブルなのだ。 

なぜこうしたものを作ったかといえば、それは我々自身がこのようなものを必要としていたか

らである。 
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大規模なデータに対してリアルタイム分析を行う機能は、昨年 Amazon Web Serviceでも

「Amazon Kinesis」を発表しています。ただし Kinesisは分析の処理系そのものは提供されてお

らず、利用者が自身で用意しなければなりませんので、Google Cloud Dataflowの方が、サービ

スとしては利用しやすいでしょう。 

 

いずれにせよ、クラウド上での大規模データ分析はリアルタイム処理対応というのが大きな流れに

なってきました。大規模データ処理のニーズが高まるInternet of Thingsの時代になるにつれ、こ

うしたサービスを提供するクラウドの役割はより重要度を増してくるのではないでしょうか。 
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ṡMagic Quadrant IaaS Ṣ 
CUPA ṇ   

 

恒例のMagic Quadrant for Cloud Infrastructure as a Service （※1）が出た。 

そこで今回はクラウドの要とも言えるIaaSプロバイダの変遷を分析し、今後を考えてみようと思う。

クラウド全体を俯瞰すると、現状は第１ラウンドが終わり、第２ラウンドが始まったところだ。

Geoffrey Moore 氏の有名なマーケティング書「チャズム－裂け目を越える－Crossing the Chasm 」

でいうところの初期市場（Early Adopters ）から主力市場（Mainstream Market ）に移りつつあ

る。氏はユーザを３つのセグメントに分ける。最初は「技術革新を好み、物事に興味深く、すぐに

使いたがる人たち」 、次が「主力市場の人たち」、最後は「何事にも保守的な人たち」だ。これ

らの層によって技術の受け入れ方は違う。早いもの好きの人たちは技術の興味だけで使い始めるが、

主力市場の人たちを動かすにはマーケティングの力が欠かせない。この層が動き出せば技術は本物

になる。そのためには、関連する企業や団体が力を発揮し、裂け目（Chasm）を越えなければなら

ない。 

（※1出典：Gartner “Magic Quadrant for Cloud Infrastructure as a Service” Lydia Leong et al, 28 May 2014  

ガートナーは、ガートナー・リサーチの発行物に掲載された特定のベンダー、製品またはサービスを推奨するものではあ

りません。また、最高の評価を得たベンダーのみを選択するようテクノロジの利用者に助言するものではありません。ガ

ートナー・リサーチの発行物は、ガートナー・リサーチの見解を表したものであり、事実を表現したものではありません。

ガートナーは、明示または黙示を問わず、本リサーチの商品性や特定目的への適合性を含め、一切の保証を行うものでは

ありません。） 

 

 

IaaSプロバイダを見ると、Facebookがクラウドに参入するのではないかという噂もあるが、市場

には大方のプレイヤが出揃った。そしてはっきりしていることは、現在、核となるプレイヤを中心

に統廃合が進んでいる。彼らをどう区分するかは異論のあるところだが、ここでは便宜上、①メー

カ系としてIBM、HP、Dell、Ciscoなど、②キャリア系はAT&T、Verizon、CenturyLink など、③

独立系のプロバイダやデータセンタはGoGrid、Rackspace、Terremark 、Joyent、Tir3、

Dimension Data 、CSC、SAVVIS、SunGrid、SoftLayer 、Virtustream など、④インターネット

やIT系ではVMware、 Amazon、Google、Microsoft などに分けて説明を加えた。 

  

http://en.wikipedia.org/wiki/Crossing_the_Chasm
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Ṭ ể ṇ ḲRackspace צּ ṇ  2009 Ṍ2010 Ṭ 

Amazon Web Services （AWS）が登場したのは2006年のこと。その後の活躍は衆

目の知るところである。しかしながらクラウド初期の2009～2010年（次頁図）を見

ると、AWSは決して良いポジションではなかった。この時期目立つのは新興勢力の

台頭だ。彼らは各々特徴を持っていた。IaaSとは言っても、JoyentはSolaris関連を

領域とし、GoGridはいち早くWindows を手がけ、OpSourceは3rd Party Application を得意とし

ていた。その中にあってRackspaceは抜けた位置にいた。RackspaceがAWSと並ぶクラウドの初

期プロバイダであったことはもとより、2010年7月、NASA AmesとOpenStackを立ち上げたから

だ。 

 

あの時の衝撃は凄かった。もうひとつ米キャリアが目立っていたのもこの時期だ。AT&T 

は2006年にASP最大手のUSinternetworking (USi) を買収、Verizonも 

企業向けホスティングからクラウドに参入した。こうしてクラウドが動 

き出し、その有効性と将来性が解ると、時代の流れを読んだ多くのプレ 

イヤが動き出した。ここまでが第１ステージである。 

 

¶ Amazon ךּ ךּ פּ Ḯ 

טּ ¶ צּ ṇ Ḯ 

¶ RackspaceּצNASA OpenStack Ḯ 

¶ AT&T Verizonּצ קּ Ḯ 

   

Ṭ Ễ ṇ Ḳ ṇ  2011 Ṍ2012 Ṭ 

続く2011～2012年の第２ステージでは、ICTに象徴される情報と通信の流れの中でキャリアの生

き残りを賭けた買収劇が相次いだ。AT&TによるUSi買収の後、2011年１月、Verizonが

Terremark Worlwide を買収（$1.4B）。 

さらに両雄に挑戦を仕掛けたのは現在３番手のCenturyLink である。米キャリアは

本来2強プラスQwest Communications だった。この順位を変えた

のは2010年4月、業界5位のCenturyLink による3位Qwestの買収だ。こうして大き

くなった同社は2011年4月、大手データセンタのSAVVISを買収（$2.5B）しクラウ

ドに参入。 NTT Holding も2010年7月、世界展開するデータセンタDimension 

Data（南アフリカ本社）の公開買い付けを発表、同10月に子会社化。さらにNTTは翌2011年７月、

投資先であったOpSourceをDimension Data に買収させることを承認して統合

させた。結果、データセンタ業界はクラウドの草刈場と化し、その後もこの流

れは続くことになる。詳細は米キャリアとデータセンタ業界参照。そして、こ

の急激な流れの中でAmazonがトップに躍り出た。  

 

¶ ṇ Ḯ 

¶ Amazonּצ ṇ Ḯ 
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http://en.wikipedia.org/wiki/Information_and_communications_technology
http://en.wikipedia.org/wiki/Terremark
http://en.wikipedia.org/wiki/CenturyLink
http://en.wikipedia.org/wiki/Qwest_Communications
http://en.wikipedia.org/wiki/SAVVIS
http://en.wikipedia.org/wiki/Dimension_Data
http://en.wikipedia.org/wiki/Dimension_Data
http://www.ntt.co.jp/news2010/1007/100715a.html
http://computerbecamecloud.blogspot.jp/2013/09/blog-post.html
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Ṭ ễ ṇ Ḳ AWSḭMS צּ  2013 Ṍ2014 Ṭ 

昨年から今年にかけて市場のプレイヤはさらに整理され、一段と状況が鮮明になった。 

その中で特筆はAmazonだ。断然トップ、それも独走態勢に近い勢いである。次にMicrosoft の躍

進がある。同社は2012年12月AzureのIaaSを発表、トライアルを経て昨年４月に正式にリリース

（米国）した。この流れが効果的だった。さらにIBMも動き出した。IBMは昨年３月のPulse 2013

カンファレンスでOpenStackが同社のクラウド戦略の中心になると発言。しかしその後、態度を変

えて、同６月にはSoftlayer を買収。そして全面的に乗り換えると発表した。この買収による相乗

効果はまだ軟弱だが、今年はどうなるのか要注意だ。前述のCenturyLink のフットワークは依然と

して良い。傘下のSAVVISが2013年6月、PaaS/SaaSプロバイダのAppFogを買収、さらに同11月、

CenturyLink はTier3も買収して猛チャージ中だ。もう２つ要注意の企業がある。ひとつはVMware、

そしてGoogleだ。VMwareは昨年５月、 一般企業がvShereで構築したプライベートクラウドとハ

イブリッド接続が出来る同社のパブリッククラウドvCloud Hybrid Service を発表。また、Google

はこれまでのPaaS対応のApp Engine に加え、昨年４月、IaaSのGoogle Compute Engine を正式

リリースして、共に追撃体制に入った。  

 

¶ Amazonּצ ṇ Ḯ  

¶ IBM/SoftLayer צּ קּ ︡ Ḯ 

¶ CenturyLink צּ Ḯ 

¶ OpenStack וֹ RackspaceḮ 

¶ VMwareּצIaaS ḭGoogle Ḯ 

 

 

Ṭ קּ וֹ  ḵṬךּ

こうしてみると、クラウド各社は第２ラウンドを生き残るための戦いの最中にある。或る報告では

2015年までにプレイヤの1/5 が姿を消す。先頭を走るAmazo n Web Service 、それを各社が追う

展開だ。メーカ系では新しく生まれ変わったIBM/ SoftLayer がどれ位善戦するのか。Windows サ

ーバで実績のあるMicrosoft  Azure がどこまで伸びるのか。キャリア系ではVerizon/Terremark

組よりCenturyLink に勢いがある。Rackspaceは多くの支援企業を集めたOpenStack を普及させ

ることが出来るのか。そしてIT系では共に実力のあるVMwareとGoogleが周回遅れで参入してきた。

特にGoogle  Cloud Platform の追撃がどうなるのか目が離せない。これから始まる本格市場開発

の第２ラウンドでは熾烈な価格競争が待っている。 

＜雲になったコンピュータより転載＞ 

  

http://weblogs.asp.net/scottgu/windows-azure-general-availability-of-infrastructure-as-a-service-iaas
http://weblogs.asp.net/scottgu/windows-azure-general-availability-of-infrastructure-as-a-service-iaas
http://www.networkworld.com/news/2013/030413-ibm-openstack-267349.html
https://www.appfog.com/
http://www.vmware.com/products/vcloud-hybrid-service
http://en.wikipedia.org/wiki/Google_Compute_Engine
http://computerbecamecloud.blogspot.jp/
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Ḳ ṇ ṇ ṇ  
 

CUPA法人会員企業が 2 ヶ月に１回集まる法人会員事業者連絡会。昨今は新規加入事業者など参加

企業が増え、20 名以上になることも。参加者や議事録作成に発言者の把握をしてもらいやすくす

るため、事務局スタッフは考えた。 

 

そうだ、参加者のかたのネームプレートを作ろう！ただ、嵩張る土台をわざわざ買うのもなんだし

…ここは Google 先生に頼りましょう。調べると、A4 サイズを三角に折って作る簡易ネームプレ

ートのテンプレートがいくつか見つかった。ふむふむ。結構良いな。でも、セロハンテープやホッ

チキスで止める手間がかかる。 

 

そんな中、ふと目に止まった『學びの駅 愛知中村宿』という教職学生と教師のコミュニティ様の

サイト。そこで公開されていたテンプレートはちょっと違う。切れ込みのガイドが入っていて、組

み立てと展開が簡単にできるのだ！更に親切な事に、おすすめの紙の種類と重さの仕様まで書いて

下さっている。（写真は作者様ページより引用） 

サイト上では PDF ファイルのみ公開されていた。うーん、できれば Word だともっと嬉しいな…。

というわけで連絡先の番号に電話。ご対応いただいた事務局の中村様は、不躾なお願いにも関わら

ず、すぐにWord のテンプレートをメールで送っていただきました！感謝感激雨あられ！（泣） 

ちなみに中村様、なんと現役の小学校の校長先生！ 

 

というわけで、近くの文房具屋に走り仕様に近い厚紙をゲット。Word の差し込み印刷で事前に出

席者分を出力、ハサミを入れておいて、今回の連絡会会場の日立システムズ様に持ち込みました。

携帯性はもちろん良く、現地ではハサミやホッチキスなども必要ないので、組み立てや展開も参加

者にもちゃっかりお手伝いいただけます。（笑） 

 

愛知中村宿様はこのテンプレートを世に広めて、また改良もしていきたいとのことでオープンソー

ス化して下さっています。興味のあるかたは、ぜひ以下サイトをご訪問してみて下さい。勉強会な

どを主催されているコミュニティのかたは重宝するかもしれません。 

 

學びの駅 愛知中村宿 事務局 

http://www.manabinoeki.com/  

テンプレートページ 

http://www.manabinoeki.com/orijinalgoodpage1.h tml  

  

http://www.manabinoeki.com/
http://www.manabinoeki.com/orijinalgoodpage1.html
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ẌẌẌ CUPA נּ ךּ ︣ ẌẌẌ 
（敬称略・五十音順） 

 

【正会員】  

株式会社IDCフロンティア アイレット株式会社 

株式会社あくしゅ 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

NECビッグローブ株式会社 NTTコミュニケーションズ株式会社 

株式会社NTTデータ クリエーションライン株式会社 

株式会社KDDIウェブコミュニケーションズ 建通エンジニアリング株式会社 

さくらインターネット株式会社 株式会社シーイーシー 

シトリックス・システムズ・ジャパン株式会社 シグマコンサルティング株式会社 

GMOクラウド株式会社 SecureSmart株式会社 

ソフトバンクテレコム株式会社 株式会社データホテル 

株式会社電通国際情報サービス ニフティ株式会社 

日通システム株式会社 日本ストラタステクノロジー株式会社 

日本ヒューレット・パッカード株式会社 株式会社日立システムズ 

freee株式会社 株式会社ブロードバンドタワー 

ホワイトポイント株式会社 株式会社ミドクラ 

  

  

【団体会員】  

特定非営利活動法人AIP 一般社団法人中部産業連盟 

特定非営利活動法人日本情報技術取引所  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ṥ פֿ Ṧ 

CUPAでは、当機構の理念・活動内容にご賛同いただける法人会員を募集しています。 

http://www.cloud.or.jp/guidance.html  

http://www.idcf.jp/
http://www.iret.co.jp/
http://axsh.jp/
http://www.ctc-g.co.jp/
http://business.biglobe.ne.jp/
http://www.ntt.com/
http://www.nttdata.co.jp/
http://www.creationline.com/
http://www.kddi-webcommunications.co.jp/
http://www.kumojob.com/
http://www.sakura.ad.jp/
http://www.cec-ltd.co.jp/
http://www.citrix.co.jp/
http://www.sigmact.com/
http://ir.gmocloud.com/
http://securesmart.jp/
http://tm.softbank.jp/
http://www.datahotel.co.jp/
http://www.isid.co.jp/
http://www.nifty.com/
http://www.nittsusystem.co.jp/
http://www.stratus.co.jp/
http://www.hp.com/jp/
https://www.hitachi-systems.com/
http://www.freee.co.jp/
http://www.bbtower.co.jp/
https://www.whitepoint.co.jp/
http://www.midokura.jp/
http://www.npo-aip.or.jp/
http://www.chusanren.or.jp/
http://www.jiet.or.jp/index.html
http://www.cloud.or.jp/guidance.html

